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道路計画課作 成 部 署

木津川市山城町上狛～同市鹿背山事 業 名 地 区 名都市計画道路 東中央線

概算事業費 事業期間 平成２１年度～平成２８年度約６１億円

Ｌ＝１１００ｍ Ｗ＝１１．５～１６．０ｍ（２車線）事 業 概 要

当該地域を含む、関西文化学術研究都市では、新文化首都にふさわしい景観づくり目指すべき

、 。環境像 が進められており 沿道においても良好で風格のある沿道景観の確保が必要である

関連する 関西文化学術研究都市

公共事業 木津中央特定土地区画整理事業

評 価 項 目 環境
施工地の環境特性と目標 環境配慮・環境創造の

主要な評価の視点 ための措置内容 評価選定要否

○ 木津川市街地部におけ バイパス道路建設によ ４地球温暖化(CO 排出量2

る国道２４号、１６３号 る交通の分散を図り、渋地 等)
球 CO 排出量の重複区間では、渋滞が 滞を緩和し、 2

環 地形・地質 の削減を図る。慢性化しており、低速走
境 CO 排出量の削行による 2

・ 物質循環 (土砂移動) 減が必要である。
自
然 野生生物・絶滅危惧種
環
境 生態系

その他

木津川市街地部におけ バイパス道路建設によユニバーサルデザイン
る国道２４号、１６３号 る交通の分散を図ること
の重複区間では、渋滞が により渋滞を緩和し、沿水環境・水循環
慢性化しており、さらに 道環境の改善を図る。

○ 大型車交通も２０％を超 また、今回事業区間の ４大気環境
えており、沿道環境の改 沿道環境については、事
善が必要である。 業実施前に調査を実施す生 土壌・地盤環境

工事実施時の生活環境 ることとし、調査結果に活
○ への影響を最小限に抑え 基づき、適切な措置をと ４環 騒音・振動

る。 るものとする。境
○ 人家近くで実施する工 ３廃棄物・リサイクル

事実施時には、低騒音、
低振動型を採用する。化学物質・粉じん等

工事で発生する土砂は
盛り土に活用し、リサイ電磁波・電波・日照
クルに努める。

その他

○ 本路線は学研木津地区 事業区間に橋長３００ ４景観
の北の玄関とも言うべき ｍを超える木津川橋梁を地
道路であるため、良好で 含んでおり、景観に配慮域 里山の保全
風格のある沿道景観の形 した色彩とするなど、周個
成が必要である。 辺の景観や学研都市の景性 地域の文化資産

工事実施には地域住民 観と調和のとれたデザイ・
の理解を得て、地域の誇 ンとする。文 伝統的行祭事
りとなるような橋を目指 橋梁工事実施には工事化

○ す。 見学会を開催するなど、 ３環 地域住民との協働
工事に対する地元住民の境
理解を深めていただく。その他


